
（別紙４）

～ 令和8年2月28日

（対象者数） ３人 （回答者数） 3人

～ 令和8年1月30日

（対象者数） ４人 （回答者数） 4人

～ 令和8年1月30日

（対象数） 3人 （回答数） 3人

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

職員一人一人の資質の向上が必要となる為、外部研修や個別

担当者との事例検討等、年間を通して研修の機会を設定して

いきます。

2

保育所等訪問支援だけでなく、個別相談や小集団指導のカン

ファレンス訪問、地域機関支援、研修会の開催などを通し、

多くの職員が訪問先施設の文化やニーズを理解する機会を設

けます。また、他事業所の保育所等訪問との情報交換や事例

検討などの場も設定いたします。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

民間の児童発達支援事業所や保育所等訪問支援事業所と連携

するとともに、こども発達センターの専門性に特化した事業

を展開するなど、役割分担や業務の整理等の効率的運営を検

討します。

2

今後については、訪問支援開始前の1回の説明だけではなく、

年度の中間時期に関わる先生の変更や増員があった場合は、

再度、管理者を含めた説明の機会を設けます。また、その時

点での課題やニーズを再確認し、支援の必要性も含めた方向

性について共通理解を図っていく取り組みを行っていきま

す。

3

今後は、情報共有の目的や内容を明確に伝達した上で、情報

共有が可能な頻度や時間等を確認していきます。その上で、

時間の管理を徹底し面談時間の短縮に努め、効率的な情報共

有を図っていきたいと考えます。

○事業所名

○保護者評価実施期間 令和8年1月7日

○保護者評価有効回答数

令和8年1月7日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和8年5月7日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 令和8年1月7日

言語聴覚士、作業療法士、療育相談員（心理士）などの専門職

が保育所等訪問支援に携わり、それぞれの専門性を活かしてお

子さんの支援をおこなっています。

こども発達センター在籍のお子さんを対象にしており、個別相

談、園連携等の様々な支援を提案・実施したうえで、さらに高

い頻度で支援が必要と判断された場合に保育所等訪問支援を提

供しています。保育所等訪問支援開始に当たっては、保護者の

ニーズを踏まえ、個別担当者からのお子さんのタイプの聞き取

りを実施して訪問支援員を決定しています。また多角的・客観

的にお子さんの発達状況を捉えて、支援計画を作成し、専門性

の高い支援を提供しています。

訪問支援員は支援に対して広い知識と技術を持ち、学校の担任

や支援員への助言・説明は具体的で分かりやすく、学校教育現

場に取り入れやすくなるよう心掛けて伝えています。若手の訪

問支援員についても、個別担当職員と支援の検討を行いながら

お子さんに効果的な支援の方法を探り現場の先生方に提案して

います。

保育所等訪問支援だけでなく、当センターは日頃から、様々な

事業を通して訪問先施設との連携と協働を大切にしておりま

す。その交流を通し、訪問先施設の文化を理解し、先生方の実

践を知ることで、保育所等訪問支援でお子さんの所属施設に受

け入れていただける助言や説明をすることを心掛けています。

また、当センターとの日頃の連携が、先生方の安心にもつな

がっていると思われます。

訪問先の先生から「参観後の話し合いに1時間以上かかるのが

難しい」とのご意見がありました。

参観後の情報共有に関しては、より日常の情報を多く収集させ

ていただき、より必要な支援の見極め、手立て等を検討するた

めに必須であったと考えます。しかし、頻度や時間の管理、担

任の業務量に配慮を欠いてしまったことが要因であると考えま

す。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

保育所等訪問支援の利用定員が少ないことが課題です。 児童発達支援センターの機能を有しているため、法定事業や発

達支援の裾野を広げる役割のほか、市単独事業など複数の事業

を展開しています。そのため業務量が多く、職員は複数事業を

兼務している状況にあり、保育所等訪問支援に充てる人材が恒

常的に不足しています。

訪問先の先生から「参観が保護者からの要望なのか、月1回と

いう決まりなのかよくわからず、頻繁に参観をされる為、何を

目的としているのかわからなかった」とご意見がありました。

保育所等訪問支援の開始時に、担任や管理職の先生方に訪問支

援の法的根拠や内容、目的、支援形態・頻度などの説明を行っ

ています。今回は、年度途中で担任の交代がありましたが、そ

こで改めて年度当初の説明を実施せずに支援を継続してしまい

ました。このため、担任には事業の目的や内容が伝わっておら

ず、困惑させてしまったと考えます。

事業所における自己評価総括表公表



（別紙５）

浦安市こども発達センター
公表日

回収数 3名

チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ わからない ご意見

1 訪問支援に使用する教具教材が整えられていますか。 2 1 意見なし

2 プライバシーに配慮された面接室等が整えられていますか。 3 意見なし

3 事業の目的が適切に説明されていると思いますか。 3 意見なし

4 保育所等訪問支援の頻度や時間について、相談の上決定されていますか。 3 意見なし

5
こどもの状態に応じた支援が提供できる職員（職種や人数）体制だと思い

ますか。
3 意見なし

6
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のある支援

が受けられていると思いますか。 
3 意見なし

7

こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に分

析された上で、保育所等訪問支援計画（個別支援計画）が作成されている

と思いますか。

3 意見なし

8
保育所等訪問支援計画（個別支援計画）には、訪問先施設や担任等の意向

が盛り込まれていると思いますか。
3 意見なし

9

保育所等訪問支援計画には、保育所等訪問支援ガイドラインの「保育所等

訪問支援の提供すべき具体的内容」も踏まえながら、具体的な支援内容が

設定されていると思いますか。

3 意見なし

10 保育所等訪問支援計画に沿った支援が行われていると思いますか。 3 意見なし

11
保育所等訪問支援を実施する際、訪問先施設に配慮した支援が行われてい

ると思いますか。
3 意見なし

12
事業所を利用する際に、運営規程、利用者負担等について丁寧な説明があ

りましたか。
3 意見なし

13
「保育所等訪問支援計画」を示しながら、支援内容の説明がなされました

か。
3 意見なし

事業所名

ご意見を踏まえた対応

・訪問支援では、お子さんのニーズに合

わせた教材を用意して支援を行っていま

す。

・「わからない」というご意見を受け、

今後は面談等で支援で使用する教材等を

お見せして説明を行っていきます。

面談はセンター内の会議室や療育室を使

用しています。引き続きプライバシーに

留意しながら、話しやすい環境づくりに

努めます。

引き続き、具体的で分かりやすい説明を

心がけます。

 

年   月   日

利用児童数 3名 令和8年4月15日

・支援計画を基に、訪問先施設と訪問支

援の頻度や日時を調整しています。

・保護者様には、事前に決定した訪問日

時を連絡しております。

・体調不良等で欠席する場合は、引き続

き、事前に当センターにもご連絡いただ

くなど、ご協力をお願いいたします。

お子さんの状態に合わせて、訪問支援員

を決定するよう配慮しています。

今後も専門性の高い支援が行えるよう努

めます。

保育所等訪問支援計画は、お子さんや保

護者のニーズを基に、訪問支援員による

集団場面の評価だけではなく、個別相談

職員の評価も参考にしながら作成してい

ます。

環

境

・

体

制

整

備

適

切

な

支

援

の

提

供

支援計画の作成は、訪問先施設のご意見

も取り入れて作成しています。

「保育所等訪問支援の提供すべき具体的

内容」も踏まえて、具体的な支援内容を

を設定しています。

計画を基に支援しています。半年に一回

を目途に、保護者様や訪問先施設と計画

の見直しを行っています。

引き続き、訪問施設の理念や指導に配慮

した支援を心掛けます。

今後も、運営規程や利用者負担等につい

て丁寧に説明するよう努めます。

面談で「保育所等訪問支援計画」を示し

ながら支援内容の説明を行っています。

保護者からの事業所評価の集計結果公表



14

事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニン

グ等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行なわれていま

すか。

3 意見なし

15
必要なときにこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状

況、課題について共通理解ができていると思いますか。
3 意見なし

16 定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていますか。 3 意見なし

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。 3 意見なし

18

こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備されている

とともに、こどもや保護者に対してそのような場があることについて周

知・説明され、相談や申入れをした際に迅速かつ適切に対応されています

か。

3 意見なし

19
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされていると

思いますか。
3 意見なし

20
事業所は、訪問先施設からの相談等に適切に応じ、必要な助言と支援が行

われていると思いますか。
3 意見なし

21
保育所等訪問支援を実施した際に、訪問先施設と訪問支援の内容について

話し合いが行われていると思いますか。
3 意見なし

22
保育所等訪問支援を実施した際に、保護者に対して適切に共有がなされて

いると思いますか。
3 意見なし

23

定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や連絡体制等の情報や

業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者に対して発信されています

か。

3 意見なし

24 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。 3 意見なし

25
事業所では、緊急時の対応について訪問先施設と連携し、実践できるよう

にしていると思いますか。
3 意見なし

26
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される等、

安全の確保が十分に行われた上で支援が行われていると思いますか 。
3 意見なし

27 こどもは訪問支援を嫌がっていませんか。 3 意見なし

28 事業所の支援に満足していますか。 3 意見なし

お子さんの安全確保のための計画につい

ては、訪問先施設の安全管理対策に則っ

て実施する旨を保育所等訪問支援の契約

時に具体的に説明いたします。

保育所等訪問支援では、回ごとの支援の

ねらいに応じて、お子さんと直接関わる

場合と、意図的に距離を取って観察する

場合があります。

今後も、お子さんに安心される存在であ

るように努めます。

引き続き、保育所等訪問支援を利用され

るお子さんと保護者様が満足される支援

を目指します。

訪問支援員は訪問先施設からの相談に積

極的に応じ、訪問先施設のお子さんの理

解と対応が深まるような助言・支援がで

きるように引き続き専門性の向上を図り

ます。

訪問先施設と話し合った内容は、保護者

面談時に報告しております。

保護者様は、支援場面を直接ご覧になれ

ないことが多いため、面談時には、支援

方法やお子さんの状況を具体的に伝える

ように心掛けています。

保育所等訪問支援事業についての定期的

な情報発信はおこなっていませんが、昨

年度より本事業の事業所評価の結果を

ホームページに掲載しております。

引き続き、個人情報の取扱いに十分に留

意し、支援を行っていきます。

訪問先施設と連携しながら、お子さんが

安全に過ごせる取り組みを今後も継続し

ていきます。

・当センターでは、ペアレントトレーニ

ングや保護者向けの研修会を開催してい

ます。ご案内のチラシが館内掲示のみの

場合、来館頻度が少ない方に、開催の情

報が届かない可能性があります。

・今後は市ホームページの活用など、情

報の周知方法を検討いたします。

・面談にて、お子さんの現状や課題を共

通に理解できるよう努めています。

・保護者様のニーズに合わせ、職員の専

門性を高め、優先順位を整理したお子様

の実態や課題を端的に伝えられるように

努めます。
月に1回程度、保護者様との面談を設定

し、必要なアドバイス等が行えるよう継

続して努めます。

今後も保護者様の心情に寄り添った支援

が行えるように職員のコミュニケーショ

ンスキルや面接スキルの向上を目指しま

す。

保護者様からお困りごとなどは面談時に

伺っていますが、緊急時は電話等で伺う

ことが出来ます。その際には発達セン

ターにご連絡下さい。

保

護

者

へ

の

説

明

等

非

常

時

等

の

対

応

満

足

度

必要に応じ、絵や文字・資料等視覚的な

手掛かりも用い、分かりやすく情報伝達

が出来るよう努めます。



（別紙６）

公表日

チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ ご意見 ご意見を踏まえた対応

1
訪問支援員からの助言や説明は、具体的でわかりやすく、取

り入れやすいものですか。
3

・効果的な支援方法について、詳しく助

言をいただき、自身の指導に取り入れる

ことができた。

・専門的な知見からの助言や説明によ

り、担任も自信をもって児童対応に当た

ることができている。

今後もお子さんにとっての効果的な支

援について、具体的で分かりやすい説

明を行い、訪問先の先生方が取り組み

やすい支援の提案を行っていきます。

2
訪問支援員の支援に対する知識・技術等に満足しています

か。
3

・児童のタイプにあったアドバイスをい

ただくことができた。

・担任の見立てと専門的な訪問支援員の

見立てにより、様々な視点から児童対応

にあたることができている。

学校場面でのお子さんを把握されてい

る先生方からの情報をもとに、先生方

の見立てと訪問支援員の見立てをすり

合わせ、より効果的な支援が出来るよ

う引き続き努力していきます。

3
訪問支援員は質問に対して、適時・適切に回答してくれてい

ますか。
3

・家庭での様子や薬の内容など、学校で

はわからないことについて丁寧に教えて

もらえた。

・必要に応じて来校していただき、成果

や課題をフィードバックしていただいて

いる。

ご質問に対して、分かりやすい回答が

出来るよう、引き続き訪問支援員のス

キルの向上を図っていきます。また、

口頭での説明だけでなく、書籍や教材

等の提示も行い、より具体的な支援の

提示に努めます。

4
保育所等訪問支援を利用したことで、課題や困りごとが解消

または軽減されましたか。
2 1

・保護者へ学校の様子を伝えて下さった

ことで、学校からの連絡がスムーズに行

えた。学校からは伝えにくい内容も事前

に伝えていただき、大変ありがたかっ

た。

・児童対応の手立てについてはもちろん

のこと、担任の不安解消につながってい

る。

・課題や困りごとについて先生方と支援

員との間で共通理解が図れていない。

本事業が先生方と保護者様との橋渡し

の役割も果たしていることを再認識し

ました。今後も学校と保護者様との連

携がスムーズに行えるよう努めていき

ます。今後は、支援を行うごとに課題

や困りごとの再確認を行い、支援につ

いての共通理解を図れるよう努めま

す。

5 事業所からの支援に満足していますか。 2 1

・とても満足しているので、できれば継

続して行っていただきたい。特にクラス

が変わるなど、変化が大きいときにアド

バイスがいただけるとありがたい。

・学校現場での需要は高まっています。

今後とも引き続きお願いをしたいと思い

ます。

・事業の依頼者が保護者であることや訪

問頻度、事後の状況共有の時間等につい

て目的が共有されず、時間的な難しさも

あった。

引き続き、本事業を通じて、訪問先施

設の先生方が、お子さんと安心して関

わることが出来るよう努力していきま

す。また、保育所等訪問支援事業のご

説明を管理職の先生方を含め改めてさ

せて頂き、事業の目的や内容等を十分

ご理解頂いた上で事業を実施していき

たいと考えます。

・児童の家庭での様子を教えていただいたことで「どうして集中できないのか」がわかり、指

導に活かすことができた。また、児童の学校での様子を伝えてくださったり、保護者を支えて

くださったことが、スムーズな家庭との連携に繋がったと感じている。当該児童が次の学年に

進級し、友達関係が変化するときが心配なので、継続して支援していただけるとありがたい。

・本校担当には大変お世話になっております。親身になって関わっていただき、的確なご指導

ご助言をいただいております。今後とも宜しくお願いいたします。

・学期ごとの訪問にしたり、話し合いは伝えたいことを紙ベースで頂いたりするなど方法を工

夫していただけるとありがたい。

 浦安市の学校現場の実情を把握し理解した上でなければ、学校の教職員の皆様が受け入れ

やすいご提案は難しいと考えております。今後も継続して支援を行って欲しいとのご意見を

頂き、より一層のスキルの向上を目指し取り組む必要があります。また、事業の実施に当た

り、法的根拠や事業概要（目的や頻度等）を訪問先の施設と十分に共有し、担任の変更等関

わる職員が変わったタイミングで再度説明をしていくことを徹底していきたいと思っており

ます。また、保護者のニーズだけでなく、お子様や学校のニーズも把握して支援の必要性、

支援内容等についても共通理解を図っていきます。

浦安市こども発達センター

     年   月   日

３名       回収数  ３名

その他のご意見 ご意見を踏まえた対応

事業所名

利用児童数

訪問先施設からの事業所評価の集計結果公表



（別紙７）

浦安市こども発達センター
公表日      年  月  日

チェック項目 はい いいえ
工夫していると思う点・改善が必要だと

思われる点など
課題や改善すべき点

1 訪問支援に使用する場合の教具教材は適切であるか。 4 0

校内で使用されているもので、対象児に適し

ていると思われる教材・教具の提案を実施し

た。

訪問先の校内にある教材・教具などで対象児

に適したものを提案したり、校内に適したも

のがない場合は、当センターから持参したり

新たに作成するなどして教材・教具等の充実

を図っていきます。

2 利用希望者に対して、職員の配置数は適切であるか。 1 3

・利用希望者に対し、保育所等訪問支援を実

施できる職員数が不足しているため、対応で

きる職員の人材育成が必要。

・利用希望者は増加していくと考えられるの

で、対応する職員配置数が増えると対応でき

るケースが増えると思われる。

外部研修の受講や内部でのコンサルテーショ

ンを設定し、保育所等訪問支援を実施できる

職員を増やすことやスキルの向上を目指しま

す。

対応職員の増加に伴い、新たな保育所等訪問

支援のニーズに対応していきたいと考えま

す。

3
業務改善を進めるためのPDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、

広く職員が参画しているか。
3 1

業務改善を進めるためのPDCAサイクルに、す

べての職員が参画できているとは言えない現

状ですが、より多くの職員が参画していける

職場の体制を構築していきます。

4
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設け

ており、その内容を業務改善につなげているか。
4 0

5
従業者の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善

につなげているか 。
3 1

令和7年度は内部定例会議の開催頻度が十分に

は確保出来なかったため、今後は内部の体制

を見直し、職員間の意見交換の機会を確保し

ていきます。これにより課題の把握、業務改

善内容の共有を図り、迅速な対応に努めま

す。

6
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている

か。
0 4

現在は第三者による外部評価をおこなってい

ない為、今後、第三者による外部評価を行う

ことが課題です。

7
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で

研修を開催する機会が確保されているか。
3 1

令和7年度は外部研修の受講やコンサルテー

ションなどの内部研修の機会の確保が十分で

はなかった為、来年度は外部研修や内部研修

等の機会の充実を図っていきます。

8

個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者

のニーズや課題を客観的に分析した上で、保育所等訪問支援計画を

作成しているか。

4 0

9

保育所等訪問支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者

だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こども

の最善の利益を考慮した検討が行われているか 。

4 0

個別担当者も訪問に同行して見立てを共有

し、支援方法を検討した。

引き続き、個別担当者などの複数職種による

多角的な視点での検討を行い、適切な支援を

行っていきます。

10
保育所等訪問支援計画を作成する際には、訪問先施設の担当者等と

連携し、訪問先施設や担任等の意向を盛り込んでいるか。
4 0

支援計画を作成する前に、担任の意向も聞き

取っている

引き続き、訪問先施設の担当者との連携を図

り、支援方法の検討や支援計画の作成を行っ

ていきます。

11
保育所等訪問支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行

われているか 。
4 0

12

こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマ

ルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルな

アセスメントを使用する等により確認しているか。

4 0

13

保育所等訪問支援計画には、保育所等訪問支援ガイドラインの「保

育所等訪問支援の具体的内容」も踏まえながら、具体的な支援内容

が設定されているか。

4 0

14
保育所等訪問支援計画が職員間で共有され、計画に沿った支援が行

われているか。
4 0

15

支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の

内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行ってい

るか。

4 0

16
支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援

の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。
4 0
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事業所における自己評価結果公表



17
保育所等訪問支援を実施する際、訪問先の理念や支援手法を尊重し

て支援を行っているか。
4 0

18
毎回の支援に関して、記録を取ることを徹底し、支援の検証・改善

に繋げているか。
4 0

19

定期的に保護者や訪問先の意向の確認やモニタリングを行い、保育

所等訪問支援計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っ

ているか。

4 0

20
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議

に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。
4 0

担当者会議は実施していないが、適宜関係機

関と情報共有を行った。

引き続き、関係機関と連携し、情報の共有に

努めていきます。

21
地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、

教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。
4 0

22
就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、

支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。
4 0

23
質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等に助言を受けた

り、職員を外部研修に参加させているか。
3 1

今年度は外部研修やコンサルテーションを受

ける機会が少なかった為、来年度は研修等の

機会を確保出来るよう努めます。

24
(自立支援)協議会子こども部会や地域の子ども・子育て会議等へ積

極的に参加しているか。
4 0

児童発達支援事業者連絡協議会に参加し、他

の民間事業所の保育所等訪問支援に従事する

職員との意見交換を行い支援に活かした。

児童発達支援事業者連絡協議会などの地域の

会議に参加し、他の事業所の保育所等訪問支

援に従事する職員との意見や情報交換を行っ

て、今後の支援に活かしていきたいと考えま

す。

25
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や

課題について共通理解を持っているか。
4 0

月1回保護者様と話し合いの場を設け、訪問時

のこどもの様子を伝えたり、家庭での様子を

伺っている。

保育所等訪問支援の保護者面接の機会だけで

なく、個別相談時の面接の機会に伺ったお子

さんの様子も含めて、保護者様とお子さんに

ついての共通理解を図っていきます。

26

家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログ

ラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機

会や情報提供等を行っているか。

3 1

共働き家庭が多く、情報提供しても参加する

時間を作ることが難しい様子だった。

当センターでは、ペアレントトレーニング等

の保護者向けの講座を開催していますが、共

働き家庭など参加が難しい家庭が多いのが現

状です。また、オンライン形式の講座も設け

ているので、その講座へのご案内や、共働き

家庭が参加しやすい時間帯の開催の検討を今

後も行っていきます。

27 運営規程、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 4 0

28
訪問先施設に対し、事業の趣旨や訪問支援の目的等について適切に

説明を行っているか。
4 0

29

保育所等訪問支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の

尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや

家族の意向を確認する機会を設けているか 。

4 0

30
「保育所等訪問支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保

護者から保育所等訪問支援計画の同意を得ているか。
4 0

31
定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応

じ、必要な助言と支援を行っているか。
4 0

32

父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等によ

り、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。ま

た、きょうだい同士で交流する機会を設ける等の支援をしている

か。

0 4

保育所等訪問支援では、保護者様やきょうだ

いなどの交流の機会は設けていません。今後

は保護者様同士の交流の場の設定について検

討していきます。

33

こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備す

るとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合

に迅速かつ適切に対応しているか。

4 0

34

定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することに

より、活動概要や連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信

しているか。

0 4

保育所等訪問支援事業のついて定期的な情報

発信は行っていません。今後の情報発信につ

いては、組織内で検討していきます。

35 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 4 0
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36
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮

をしているか。
4 0

37
訪問支援に加え、訪問先からの相談等に適切に応じる体制を整え、

必要な助言や支援を行っているか。
4 0

38
保育所等訪問支援の実施後に、訪問先施設とカンファレンスを行っ

ているか。
4 0

39
保育所等訪問支援の実施後に、家族等へ適切に支援内容等の共有を

行っているか。
4 0

訪問支援後は必ず保護者と面談を行い、支援

内容等を共有している。

当センターでは、お子さんへの支援を具体的

にお伝えする機会として、対面での面接を大

事に考えています。保護者様にはお忙しい

中、日程調整をして頂きありがとうございま

した。日程調整が難しい場合は、電話などを

使ってタイムリーにお子さんの状態を共有す

ることを今後も目指していきます。

40 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 4 0

41
訪問先施設からの相談に適切に応じ、信頼関係を築きながら、専門

的な助言を行っているか。
4 0

42

事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感

染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するととも

に、発生を想定した訓練を実施しているか。

3 1

当センター全体の業務計画の中に左記の研修

が位置づけられていて、毎年訓練を実施して

いますが、マニュアル等の家族等への周知は

実施していません。

今後は、保育所等訪問支援を行っている保護

者様にも各マニュアルやその訓練の周知をし

ていきます。また、必要に応じてマニュアル

の見直しを行っていきます。

訪問先で緊急事態が発生した場合は訪問先の

対応に準じます。

43
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措

置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。
4 0

44
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について

検討をしているか。
4 0

45
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応を

しているか。
4 0

46

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に

決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児

童発達支援計画に記載しているか。

4 0
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